
船に魅せられて半世紀

ふれの知識(1o)各種業務船
BehindoftheScene-■■■■

大阪府立大学名誉教授池田良穂氏

連載を続けさせていただいた船の知識も､今

号の10回をもって終了させていただきます｡主に

船に関する造船技術や海運について書かせて

いただきましたが､最後は､港で活躍する様々な

業務船､作業船を紹介してみたいと思います。

「BehindoftheScene｣というサブタイトルを

付けさせていただきました｡この言葉はカリブ海の

クルーズ客船の中で見た､クルーズ船の中で行

われている様々な｢裏方の仕事｣を乗客向けに紹

介するビデオのタイトルにもつけられていて､日本

語では｢舞台裏｣と訳されることが多いようです｡こ

のビデオの最後には､様々な職種の船員さんが

画面の中で手を振るシーンが現われ､見ていた乗

客から拍手喝采が沸き起こりました。

港の主役は､クルーズ客船､カーフェリー､コン

テナ船､ばら積み船､タンカーなど

の大型船ですが､そうした船が安

全に運航され､港で安にして滞在

するためには､たくさんの･j､型の船

たちが､その舞台裏でもくもくと働

いています｡そんなJ､さな船たちに

r最後にスポットライトを当てたし､と

思います。

場合には綱をとり､押す場合には直接船首を大

型船の船体に押しつけて押します｡ただ､むやみ

に船体を押すとへこんでしまいますので､骨材で

補強された頑丈なところを押さねばならず､その

場所には船体にTUGという表示が書かれてい

る場合もあります｡また､真っ白のクルーズ客船

の場合には､タグボートの防舷材として黒い古タ

イヤを使っている場合には､客船の船体を汚し

てしまうので､タイヤを白い布で覆うことが要求さ

れることも多いようです。

このような大型船の離着岸の支援を行うタグ

ボートは八一バー･タグと呼ばれていますが､大

型のクルーズ客船やカーフェリーの出入港時で

は出番がない場合も増えています｡それは大型

船自体がサイドスラスターと呼ばれる､水面下の
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まずはタグボートです｡日本語で

は引き船もしくは曵船と呼びます。

大型船は横移動が不得意なので、

岸壁に着岸したり離岸したりすると

きに､大きな船体を横に押したり引

いたりするのが主な仕事です｡引く
大型船の船側にあるTUGマーク。

タグボートで押しても損傷しない強度があることを示しています。
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を360度回転することのでき､全方位に推進力

が発生できる特殊な推進器をもっています｡ゼッ

ト・ドライブペラ､ダックペラ､フォイト．シユナイダー

ペラなどがよく知られています｡また200～300

総トンのJ､さな船体に､4000馬力余りという大

馬力のエンジンをもっています｡300総トン級の

一般貨物船だと､エンジン馬力は1000馬力程

度なので､いかに大きさの割に大馬力なのかが

判ります。

船体に横向きのトンネルを開けて電動プロペラ

を設置した補助推進器をもつ場合が増えたた

めです。

それでもタグボートに頼らなくてはならない場

合があります｡それが強風時に自船のスラスター

だけでは離着岸が難しい場合です｡こうした場

合にはタグボートの支援要請があります。

八一バー･タグは離着岸支援時に機敏な運

動が要求されるため､スクリュープロペラの方向
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ハーバー･タグ｢第4たけ丸｣｡マストには消火用放水銃が設置され､消防艇としても活躍できるようになっています。
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大型クルーズ客船の離着岸支援にあたるタグボートは､白い船体を汚さないようにタイヤの防舷材を白い布で覆っています。
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大型船の離着岸支援等にあたる八一バー･タ

グ以外にも､大事な仕事をするタグボートがあり

ます｡それはバージ等の曳航作業をするタグ

ボートです｡バージとは日本語では艀(はしけ)と

呼ばれるJ､型船で､箱型の船型をしていて､荷

物を積載してタグボートに曳航されて移動しま

す｡かっては岸壁の数が足りずに､港内のブイに

係留されたり､港外で錨を降ろしたりした状龍

で､大型貨物船から荷物をバージに積み替えて

荷揚げをする光景がよく見られました｡岸壁の整

備が進んで､こうした光景を目にする機会は減り

ましたが､今でもたまに見かけます｡また岸壁に

着岸していてもバージを横付けして荷役する船

もあります｡岸壁に荷物を降ろしてトラックで陸上

を運ぶよりも､バージに積んで水上を運ぶ方が

効率の良い場合もあるためです｡こうしたバージ

を曳航するタグボートは､港内で大型船の離着

岸支援を行うタグボートよりもJ､型です。

企 穗

沸

A旬

荷物を積んだバージを牽引するタグボートです｡湾内､港内､河川､運河等での荷物輸送に携わっています。

86mの船ですが､1万馬力という大出力のエンジ

ンを搭載しています｡荒波の中でも早く海難現

場に駆けつける父要があるため､スピードがでる

ように､ハーバー･タグに比べると細長くてスマー

トな船体をしているのが特徴です｡航洋タグは大

阪港には常駐はしていませんが､たまに見かけ

たらラッキーですね。

タグボートの中で最も大型なのが､海難救助

等にも使われる航洋タグもしくはオーシャン･タグ

と呼ばれるタグボートです｡サルベージ･タグなど

と呼ばれることもあります｡海難に遭って動けなく

なった大型船を､外洋で曳航するためには巨大

なエンジンが父要です｡例えば､日本最大の航洋

タグボート｢航洋丸｣は､総トン数2000トン､全長
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日本サルベージの航洋タグ｢航洋丸」

です｡海難現場に迅速に駆けつける

ためのスピードと､大型船を牽引する

力の両方を兼ね備えています。

(写真提供:日本サルベージ）
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